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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・クリスマス会の担当より、リハプロでクリスマス会の練習を行っていますが

　当日までの予定表を作成しました。予定表に沿って練習を行って行きたいと思いますので皆さんのご協力をお願いします。毎週水曜日のクリスマス会練習が各病棟となっていますが、患者様より、全体で行った方が良いのではないかと意見がありました。練習時間も少ないため、水曜日も全体で体育館での練習にしたいと思いますので周知お願いします。

・本日、明日と2日間、17:30～18:30迄、4階メモリアルホールにおいて、「精神保健福祉法について」第6回院内研修があります。

・12/22（月）12/24（水）17:30～18:30迄、4階メモリアルホールにおいて、「インフルエンザ（新型含む）について」第7回院内研修があります。

＜患者様連絡事項＞

・柳杭田　かつ子様～本日、鼻汁、鼻閉を訴えているため、主治医へ情報提供し

ています。昼より、サワシリン3Ｔ　3×ndEと情竜湯3P　3×

ndE　5日分臨時処方となっています。鼻汁（粘調性・水様性）

の観察・確認を行うようにして下さい。

・倉橋　生子様～本日、ご家族より、冬物衣類やブーツ等医事に届いています。又今月中か来月始めに来院される予定となっています。本人にも伝

　　　　　　　　えています。　

＜皮膚科診察状況＞

・日向端　庸男様～全身の掻痒感は大分良くなってきていると話していますが、Ｄrより、Ⅰ週間継続処方の指示があり、タベジール2T　2×Ⅰ　7日分臨時処方となっています。引き続き、皮膚状態や訴えの内容を確認して下さい。

・清水頭　翼様～爪周囲炎（左第1趾）圧迫痛なく、本人大分良くなってきたと話しています。アズクロ処置継続の指示あります。

＜服薬自己管理状況、評価改善案＞

・飲み忘れ等のミス・トラブルはみられません。

・倉橋　生子様、清水頭　翼様、服薬自己管理Ⅰ日分開始になっていますが、現在のところ特に問題なく行う事が出来ています。経過をみながら適宜評価していきましょう。

＜Ｄr安ヶ平ケース検討＞

・三上　勇様～階段から転倒後、OT、リハビリは、スタッフ付き添い一番最後に参加して頂いています。レストランは、今も階段を使用していますが、再度転倒の危険性があるため、改善するまでエレベーターを使用して頂いたらどうかとの意見がでています。又単独で買い物にも出掛け、本人「大丈夫だ、大丈夫」と話しています。

　　　　　　　　冬期間となる事もあり外出時の歩行状況を確認する必要があると思われます。担当スタッフから本人と話し合いを持ち検討していく事とします。

<受け持ち患者様ＮＣＰ評価>

・中野渡　鉄男様～嗜好品を自ら購入する事なく、他の患者様から貰っている事が

　　　　　　　　　続いています。認知能力の障害によりスタッフ介入に対し拒絶的な言動が見られていますが、今後のニーズを踏まえ、当面の達成目標を設定していく必要があります。金銭管理の評価を踏まえ、担当スタッフはケアプランの検討をお願いします。

・菊地　明子様～現在、金銭管理への不安を訴えています。兄様の面会時も「どうしたいのか、はっきり言うんだ」と促される事がありました。今後青山荘入所を経て社会復帰となった場合を考えて、金銭管理（社会資源の利用も含め）対人交流への関わりが必要と思われます。担当スタッフはケアプランの検討をお願いします。

<安ヶ平Ｄr診察>

・大上　なみ様～診察時、咳嗽あること訴えているため、本日、夕よりカフコデＮ６Ｔ　３×nde　３日分処方となっています。又膝痛も訴え、ナパゲルン軟膏１本処方となっています。風邪症状の観察・確認と

　　　　　　　　症状管理への関わりを行っていきましょう。　　

・十日市　利喜様～診察時、「あかすりが破られてて、石鹸箱が壊された、滝田　英人さんに」と表情硬くさせ話しています。日課・プログラムの取り組み状況や睡眠状況、周囲との交流状況について観察・確認しトラブルが起きないよう介入していきましょう。

・上村　みわ様～診察にて、マスク使用していますが「鼻水が治ったので、薬はいらない」と話す事あります。日課・プログラムの取り組み状況

　　　　　　　　や生活リズムの変化について観察・確認すると共に、単独で病棟

　　　　　　　　を離れないよう所在の確認も行いましょう。

　

















































